
平成 2４年７月１３日（金） 
第１１号 千葉県立千葉工業高校

（１２－４号） 進 路 指 導 部

ああ夏休み！！

夏休み…何をして遊ぼうかと考えて今から楽しみにしている人も多いことでしょう。しかし、３年生

はそんなことを言ってはいられませんよ。夏休みの過ごし方はとても大事です。就職希望の人は会社説

明会が始まります。履歴書の準備や面接練習も必要です。大学等に進学する人は進路の課外補習と模試

があります。そして、志望理由書などの準備も大切です。ＡＯ入試も始まります。

今回は、会社見学会の心得についてクイズ形式で特集しましょう。○か×で考えてみてくださいね。

×の場合はその理由も併せて考えてみましょう。

問１ 髪が伸びていたので事前に髪を切っておいた。もちろん、整容指導に合うかたちである。

問２ 下着を着なければならないので、シャツの下に学校の体操服を着た。

問３ 前日、シャツにアイロンをかけた。

問４ 暑いので長袖シャツの袖をまくり上げた。

問５ 黒のシンプルなベルトを着けた。

問６ ズボンの裾が少しほつれていたので繕った。

問７ メモ用紙とボールペンをいつでも取り出せるように、胸のポケットに入れた。

問８ 靴は履き慣れたものが良いと思ったので学校に履いてくるのと同じものを履いて行った。

問９ 靴下は見えないので、いつもの柄物ソックスを履いた。

問１０ 電車の遅れで遅刻したが、遅延証明をもらって窓口で説明した。

どうでしたか？ できましたか？ 解答と解説は裏に載せましたので、よく読んでくださいね。

大学入試について

先日、指定校推薦で千葉工業大学に入学した卒業生が、本校に来て話をしていきました。その中で３

年生に伝えて欲しいと言ったことを紹介します。まず、指定校推薦の面接であっても、志望理由はしっ

かり準備が必要だということでした。特に、工業高校は就職が有利なのに、なぜ大学進学を考えたのか

聞かれるそうです。また、入学後何をしたいかとか、専門的なことで難しいことも聞かれるそうです。

入学後も工業高校の生徒はどうしても一般教科が不利なので自分で努力する必要があるとのことでし

た。今のうちから意識を高めて欲しいです。

昨年度も説明しましたので、ＡＯ入試について詳しく知りたい人は「進路のしおり」を参考にしてい

ただきたいのですが、一つだけここ数年の傾向をお伝えします。各大学ともＡＯ入試による合格者を減

らす傾向にあるということです。ＡＯ入試で入学した生徒の成績などが余り良くないというのが主な理

由のようです。ですからＡＯ入試での受験を考えている人は、大学入学後に何がしたいのか、その熱意

を充分伝えられるだけの具体例を挙げることが大切です。また、日本大学生産工学部のように、数学と

理科の基礎学力を重視する大学もあります。基礎の復習を夏休みにしておきましょう。

進進 路路 ナナ ビビ



【解答・解説】

問１ ○ 清潔感第一。さっぱりした髪型にしましょう。ただ、いかにも前日に切ってきました、とい

うのもあからさまなので、数日前の方がいいかもしれません。

問２ × 体操服は下着ではありません。白無地Ｔシャツやランニングなどを着用しましょう。（女子

は特に下着に気を遣いましょう。キャミソールを着ていてもさらに柄が透けて見えるような派手な

ものは着ないでください。）

問３ ○ 是非実行したいことです。

問４ × エチケット違反です。暑いのならば半袖のシャツを着ましょう。昨年の進路ナビでも書きま

したよね(^o^)

問５ ○ 当然です。

問６ ○ これは大切です。面接官はここをかなりチェックします。ズボンを普段どういうふうにはい

ているかすぐ分かるそうです。

問７ × 胸ポケットにはあまり物を入れない方がいいです。メモ用紙はズボンの尻ポケットに入れる

か手に持っていた方がいいでしょう。（女子は手に持つしかありませんね）ということは大きな財

布を尻ポケットに入れられないことが分かると思います。工夫しましょう。

問８ ○ 「運動靴で来ること」などという指定があることもあります。

問９ × 靴下は座ったときにばっちり見えます。白・黒・紺の無地を着用しましょう。

問１０ × もし約束の時間に遅れそうになったら、分かった時点で早めに会社へ連絡して事情を説明

し、指示を仰ぎます。そして、そのことを学校の進路指導室にも知らせてください。会社の方と連

絡を取ることもありますので。約束の時間ぎりぎりに連絡をしても相手の方が対応に困りますから

早めの判断が必要です。遅刻してから言い訳をするのは、社会人として認められません。まずは連

絡です！！遅延証明はもらっておいて念のために提出するといいでしょう。

企業の方からのメッセージ！！

ここ数日、企業の方からお話を伺う機会がかなりありました。その中で皆さんにお伝えしたいと思う

ことをいくつか紹介します。

企業の方はまず、コミュニケーション能力がある生徒、明るく元気な生徒が欲しいと口を揃えておっ

しゃいます。それだけ大事だということですね。それをわずかな時間でどうやってみるのか難しい部分

もあるため、運動部で３年間頑張った生徒なら大丈夫だろう、という判断をされるようです。また運動

部の生徒は体力もあるし、ハキハキしているという印象もあるようです。その一方、欠席の多い生徒は

特別な理由を除いてさぼり癖があることに対する不安があるようです。いくら３年生になって欠席して

いなくても、１，２年生でたいした理由もなく休んでいた生徒は、入社後も時間にルーズになる傾向が

あるということでした。１，２年生はこのことをよく頭に入れてください。また、社会人になるという

ことは働いたことに対して報酬を得ることである、という当たり前のことをもっと自覚して欲しいとい

うことでした。そうすれば自然と責任感や意欲も出てくるし、嫌なことも割り切っていくことができる

ということでした。また、もっと視野を広く持って世界に目を向けて欲しいということでした。どうで

すか？ 耳が痛い人もいたのではないですか？ 参考にしてくださいね。


